
Ｆ  障害児 
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共通回答項目（Ⅰ） 

 

 就学前児童（Ｆ－１）は該当数 18、小学校段階（Ｆ－２）は該当数 52、中学校段階（Ｆ

－３）は該当数 44、高等学校段階（Ｆ－４）は該当数 45、義務教育修了未就学（Ｆ－５）

は該当数 3 の５段階を対象として、手帳別にクロス集計を行った。 

 

１ 文化・スポーツについて 

（１）芸術・文化活動の状況（問５） 

 現在、音楽や映画、絵画などの芸術・文化活動をしたり、見たり、聴いたりをしている

かをたずねた。              （Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢している｣は、44.4%、「したいと思うが、していない」は、38.9%、｢したい

と思わない｣は、16.7%である。 

小学校段階：｢している｣は、65.4%、「したいと思うが、していない」は、25.0%、｢したい

と思わない｣は、9.6%である。 

中学校段階：｢している｣は、70.5%、「したいと思うが、していない」は、22.7%、｢したい

と思わない｣は、6.8%である。 

高等学校段階：｢している｣は、77.8%、「したいと思うが、していない」と｢したいと思わ

ない｣は、11.1%である。 

義務教育修了未就学：｢している｣は、66.7%、「したいと思わない｣は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「している」は、療育手帳Ａが 100.0%である。「したいと思うが、していない」

は、療育手帳Ｂが 54.5%である。 

小学校段階：｢している｣は、障害者手帳は持っていないが 75.0%、次に身体障害者手帳総

合等級１～３級と療育手帳Ａが 66.7%である。「したいと思うが、していない」

は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 33.3%、次に療育手帳Ａが 29.2%であ

る。 

中学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 78.3%、次に療育手帳Ａが 57.9%である。「した

いと思うが、していない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 66.7%、

次に療育手帳Ａが 31.6%である。 

高等学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 82.4%、次に身体障害者手帳総合等級１～３

級が 75.0%である。「したいと思うが、していない」は、身体障害者手帳総合

等級１～３級が 25.0%である。｢したいと思わない｣は、療育手帳Ａが 20.0%

である。 

 



376 

 

50.0 

100.0 

100.0 

68.8 

84.2 

75.0 

100.0 

62.5 

55.6 

80.0 

75.0 

60.0 

71.4 

80.0 

100.0 

64.3 

50.0 

33.3 

100.0 

25.0 

50.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

10.5 

12.5 

0.0 

25.0 

44.4 

6.7 

25.0 

20.0 

14.3 

0.0 

0.0 

28.6 

37.5 

66.7 

0.0 

37.5 

50.0 

66.7 

50.0 

0.0 

0.0 

18.8 

5.3 

12.5 

0.0 

12.5 

0.0 

13.3 

0.0 

20.0 

14.3 

20.0 

0.0 

7.1 

12.5 

0.0 

0.0 

37.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１６歳

義務教育終了後未就学(n=1)   

１５歳

義務教育終了後未就学(n=1)   

１８歳

高等学校段階(n=1)   

１７歳

高等学校段階(n=16)   

１６歳

高等学校段階(n=19)   

１５歳

高等学校段階(n=8)   

１４歳

高等学校段階(n=1)   

１５歳

中学校段階(n=8) 

１４歳

中学校段階(n=9) 

１３歳

中学校段階(n=15) 

１２歳

中学校段階(n=12) 

１２歳

小学校段階(n=5) 

１１歳

小学校段階(n=7) 

１０歳

小学校段階(n=5) 

９歳

小学校段階(n=7) 

８歳

小学校段階(n=14) 

７歳

小学校段階(n=8) 

６歳

小学校段階(n=6) 

６歳

就学前児童(n=3) 

５歳

就学前児童(n=8) 

４歳

就学前児童(n=4) 

３歳

就学前児童(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－１ 芸術・文化活動－年齢（教育段階）

している したいと思うが、していない したいと思わない 不明・無回答
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（２）スポーツ活動の実施（問６） 

  現在、スポーツをしたり、見たりしているかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢していない｣は、、100.0%である。 

小学校段階：｢している｣は、23.1%、｢していない｣は、76.9%である。 

中学校段階：｢している｣は、25.0%、｢していない｣は、72.7%である。 

高等学校段階：｢している｣は、33.3%、｢していない｣は、66.7%である。 

義務教育修了未就学：｢していない｣は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「していない」は、療育手帳Ａと療育手帳Ｂが 100.0%である。 

小学校段階：｢している｣は、障害者手帳は持っていないが 50.0%、次に療育手帳Ａが 25.0%

である。「していない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 100.0%、次

に療育手帳Ｂが 83.3%である。 

中学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 4.3%である。「していない」は、療育手帳Ｂが

34.8%、次に療育手帳Ａが 15.8%である。 

高等学校段階：｢している｣は、療育手帳Ｂが 38.2%、次に身体障害者手帳総合等級１～３

級が 25.0%である。「していない」は、療育手帳Ａが 80.0%、次に身体障害者

手帳総合等級１～３級が 75.0%である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－２ スポーツ活動－手帳等級別

している していない 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

※義務教育終了未就学

該当なし
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（３）スポーツ活動の頻度（問７） 

 問６で「している」と回答した人に、どのくらいしているかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：｢週に１回｣は、58.3%、｢月に２～３回｣は、25.0%である。 

中学校段階：｢週に２～３回｣と｢週に１回｣は、ともに 27.3%、「ほぼ毎日｣は、18.2%である。 

高等学校段階：｢ほぼ毎日｣は、80.0%、｢週に２～３回｣は、13.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢週に１回｣は、療育手帳Ｂが 75.0%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。「月に

２～３回」は、療育手帳Ａが 50.0%である。 

中学校段階：｢週に１回｣は、療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。｢週に

２～３回」は、療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。 

高等学校段階：｢ほぼ毎日｣は、療育手帳Ｂが 76.9%である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=13)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=2)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=8) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=6) 

図表Ⅳ－Ｆ－３ スポーツ活動の頻度－手帳等級別

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 月に１回 年に数回

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

※就学前児童

※義務教育終了未就学

※回答がなかったもの

該当なし
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（４）スポーツ活動をしたい希望意志（問８） 

問６で「していない」と回答した人に、したいと思うかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢したいと思う｣は、77.8%、｢したいと思わない｣は、22.2%である。 

小学校段階：｢したいと思う｣は、62.5%、｢したいと思わない｣は、37.5%である。 

中学校段階：｢したいと思う｣は、59.4%、｢したいと思わない｣は、37.5%である。 

高等学校段階：｢したいと思う｣は、63.3%、｢したいと思わない｣は、36.7%である。 

義務教育修了未就学：｢したいと思う｣は、33.3%、｢したいと思わない｣は、66.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「したいと思う」は、療育手帳Ｂが 81.8%、次に療育手帳Ａが 50.0%である。

「したいと思わない」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 18.2%であ

る。 

小学校段階：｢したいと思う」は、療育手帳Ｂが 65.0%、次に療育手帳Ａが 61.1%である。

「したいと思わない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 44.4%、次に

療育手帳Ａが 38.9%である。 

中学校段階：｢したいと思う」は、療育手帳Ａが 68.8%、次に療育手帳Ｂが 57.1%である。

「したいと思わない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 100.0%、次に

療育手帳Ｂが 35.7%である。 

高等学校段階：｢したいと思う」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ｂが 66.7%、

次に療育手帳Ａが 62.5%である。「したいと思わない」は、療育手帳Ａが 37.5%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ｂが 33.3 である。 
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障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=21)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=8)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=3)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=14) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=16) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=20) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=18) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－４ スポーツ活動の希望意志－手帳等級別

したいと思う したいと思わない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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２ 相談窓口について 

（１）相談窓口の認知状況（問９） 

相談窓口（障害者相談支援センター、障害者地域生活支援センター、障害者就業・生

活支援センター、身体障害者相談員・知的障害者相談員、長岡市子ども家庭センターこ

ども発達相談室、子ども・青少年相談センター、長岡市学校教育課特別支援教育係）と

その内容について、一覧表示し、このような相談窓口を知っていたかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢知っていた｣は、77.8%、｢知らなかった｣は、16.7%である。 

小学校段階：｢知っていた｣は、76.9%、｢知らなかった｣は、23.1%である。 

中学校段階：｢知っていた｣は、77.3%、｢知らなかった｣は、22.7%である。 

高等学校段階：｢知っていた｣は、80.0%、｢知らなかった｣は、20.0%である。 

義務教育修了未就学：｢知っていた｣は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「知っていた」は、療育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 63.6%である。「知

らなかった」は、療育手帳Ｂが 27.3%である。 

小学校段階：｢知っていた」は、療育手帳Ｂが 83.3%、次に身体障害者手帳総合等級１～３

級が 77.8%である。「知らなかった」は、障害者手帳は持っていないが 50.0%、

療育手帳Ａが 25.0%である。 

中学校段階：｢知っていた」は、療育手帳Ａが 78.9%、次に療育手帳Ｂが 73.9%である。「知

らなかった」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 33.3%、次に療育手帳

Ｂが 26.1%である。 

高等学校段階：｢知っていた」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが、100.0%、

次に療育手帳Ｂが 73.5%である。「知らなかった」は、療育手帳Ｂが 26.5%で

ある。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－５ 相談窓口の認知状況－手帳等級別

知っていた 知らなかった 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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（２）相談窓口での相談経験（問１０） 

問９で「知っていた」と回答した人に、困ったことや悩みごとを相談窓口に相談した

ことがあるかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：｢相談したことがある｣は、78.6%、「相談したことがない」は、21.4%である。 

小学校段階：｢相談したことがある｣は、92.5%、「相談したことがない」は、7.5%である。 

中学校段階：｢相談したことがある｣は、88.2%、「相談したことがない」は、11.8%である。 

高等学校段階：｢相談したことがある｣は、75.0%、「相談したことがない」は、25.0%である。 

義務教育修了未就学：｢相談したことがない｣は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「相談したことがある」は、療育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 57.1%

である。「相談したことがない」は、療育手帳Ｂが 42.9%である。 

小学校段階：｢相談したことがある」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 100.0%、次

に療育手帳Ｂが 95.0%である。「相談したことがない」は、療育手帳Ａが 11.1%、

次に療育手帳Ｂが 5.0%である。 

中学校段階：｢相談したことがある」は、療育手帳Ｂが 88.2%、次に療育手帳Ａが 86.7%で

ある。「相談したことがない」は、療育手帳Ａが 13.3%、次に療育手帳Ｂが 11.8%

である。 

高等学校段階：｢相談したことがある」は、療育手帳Ａが 90.0%、次に身体障害者手帳総合

等級１～３級が 75.0%である。「相談したことがない」は、療育手帳Ｂが 28.0%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%である。 
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42.9 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=25)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=17) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=15) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=20) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=18) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=7) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=7) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－６ 相談窓口での相談経験－手帳等級別

相談したことがある 相談したことがない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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（３）相談窓口に相談したことがない理由（問１１） 

 問１０で「相談したことがない」と回答した人に、その理由をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「相談することがない」が 66.7%、「相談窓口の場所が遠くて行きにくい」は、

33.3%である。 

小学校段階：｢相談することがない｣が 66.7%である。 

中学校段階：｢相談することがない｣が 75.0%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」が

25.0%である。 

高等学校段階：｢相談することがない｣は、77.8%、「相談窓口の場所や電話番号を知らない」

が 22.2%である。 

義務教育修了未就学：｢相談することがない｣は、66.7%、「相談窓口の場所が遠くて行きに

くい」は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「相談することがない」は、療育手帳Ｂが 66.7%である。「相談窓口の場所が

遠くて行きにくい」は、療育手帳Ｂが 33.3%である。 

小学校段階：該当者が少ない。 

中学校段階：該当者が少ない。 

高等学校段階：｢相談することがない」は、療育手帳Ｂが 71.4%である。「相談窓口の場所

や電話番号を知らない」は、療育手帳Ｂが 28.6%である。 

義務教育修了未就学：該当者が少ない。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=7)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=1)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=2) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－７ 相談したことがない理由－手帳等級別

相談窓口の場所や電話番号を知らない 相談窓口の場所が遠くて行きにくい 相談することがない その他

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

※回答があった年代のみ記載

※相談窓口で相談したことを周囲に知ら

れてしまうことが心配

※相談窓口の職員が信用できない
回答なし
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３ 相談支援ファイル「すこやかファイル」について（問１２） 

 市で配布している相談支援ファイル「すこやかファイル」を知っているかをたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「知っているし、利用している」は、27.8%、「知っているが、利用していな

い」は、38.9%、「知らない」が 33.3%である。 

小学校段階：「知っているし、利用している」は、82.7%、「知っているが、利用していな

い」は、11.5%、「知らない」が 5.8%である。 

中学校段階：「知っているし、利用している」は、75.0%、「知っているが、利用していな

い」は、15.9%、「知らない」が 9.1%である。 

高等学校段階：「知っているし、利用している」は、80.0%、「知っているが、利用してい

ない」は、8.9%、「知らない」が 11.1%である。 

義務教育修了未就学：「知っているし、利用している」は、66.7%、「知らない」が 33.3%

である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「知っているし、利用している」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが

18.2%である。「知っているが、利用していない」は、療育手帳Ａが 50.0%、

次に療育手帳Ｂが 36.4%である。「知らない」は、療育手帳Ｂが 45.5%である。 

小学校段階：｢知っているし、利用している」は、障害者手帳は持っていないが 100.0%、

次に療育手帳Ａが 83.3%である。「知っているが、利用していない」は、身体

障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「知

らない」は、療育手帳Ｂが 12.5%である。 

中学校段階：｢知っているし、利用している」は、療育手帳Ａが 89.5%、次に身体障害者手

帳総合等級１～３級が 66.7%である。「知っているが、利用していない」は、

療育手帳Ｂが 26.1%、次に療育手帳Ａが 5.3%である。「知らない」は、身体障

害者手帳総合等級１～３級が 33.3%、次に療育手帳Ｂが 8.7%である。 

高等学校段階：｢知っているし、利用している」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療

育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 76.5%である。「知っているが、利用し

ていない」は、療育手帳Ｂが 11.8%である。「知らない」は、療育手帳Ｂが 11.8%

である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－８ 「すこやかファイル」の認知－手帳等級別

知っているし、利用している 知っているが、利用していない 知らない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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４ 在宅福祉サービスについて 

（１）在宅福祉サービスの利用内容（問１３） 

在宅福祉サービスの利用内容を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「児童発達支援」は、55.6%、短期入所（ショートステイ）は、5.6%である。

一方、「在宅福祉サービスを利用していない」は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】就学前児童の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「児童発達支援」は、療育手帳Ａが 100.0%、次に療育手帳Ｂ

が 45.5%である。 
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障害者手帳は持っ
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就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－９ 在宅福祉サービスの利用内容（F-1）－手帳等級別

短期入所（ショートステイ） 児童発達支援 在宅福祉サービスを利用していない

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

は、該当なし
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小学校段階：「放課後等デイサービス」は、67.3%、「総合支援学校放課後サポート事業」

は、11.5%、「放課後児童クラブ」は、9.6%である。一方、「在宅福祉サービ

スを利用していない」は、19.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「放課後等デイサービス」は、療育手帳Ａと療育手帳Ｂが 70.8%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 55.6%である。「総合支援学校放課後サポート事

業」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%である。 

「放課後児童クラブ」は、療育手帳Ｂが 16.7%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が

11.1%である。「在宅福祉サービスを利用していない」は、療育手帳Ｂと障害者手帳は持っ

ていないが 25.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%である。 
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11.1 
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12.5 

11.1 

0.0 

0.0 

4.2 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っ

ていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－１０ 在宅福祉サービスの利用内容（F-2）－手帳等級別
短期入所（ショートステイ） 日中一時支援
総合支援学校放課後サポート事業 放課後児童クラブ
放課後等デイサービス その他
在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「放課後等デイサービス」は、52.3%、「総合支援学校放課後サポート事業」

と「日中一時支援」は、ともに 6.8%である。一方、「在宅福祉サービスを利

用していない」は、40.9%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「放課後等デイサービス」は、療育手帳Ａが 63.2%、次に療育

手帳Ｂが 39.1%である。「短期入所（ショートステイ）」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 66.7%である。「在宅福祉サービスを利用していない」は、療育手帳Ｂが 56.5%、次

に身体障害者手帳総合等級１～３級が 33.3%である。 

0.0 

56.5 

26.3 

33.3 

0.0 

0.0 

5.3 

0.0 

100.0 

39.1 

63.2 

33.3 

0.0 

4.3 

10.5 

0.0 

0.0 

8.7 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

66.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っ

ていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－１１ 在宅福祉サービスの利用内容（F-3）－手帳等級別

短期入所（ショートステイ） 日中一時支援

総合支援学校放課後サポート事業 放課後等デイサービス

その他 在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「放課後等デイサービス」は、42.2%、「総合支援学校放課後サポート事業」

は、17.8%、「日中一時支援」は、11.1%である。一方、「在宅福祉サービス

を利用していない」は、46.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「放課後等デイサービス」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 75.0%、次に療育手帳Ａが 70.0%である。「総合支援学校放課後サポート事業」は、

身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 40.0%である。「短期入所（シ

ョートステイ）」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%である。「在宅福祉サービ

スを利用していない」は、療育手帳Ｂが 58.8%である。 

0.0 

58.8 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

100.0 

32.4 

70.0 

75.0 

0.0 

11.8 

40.0 

50.0 

0.0 

5.9 

30.0 

0.0 

0.0 

2.9 

10.0 

25.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていな

い

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

図表Ⅳ－Ｆ－１２ 在宅福祉サービスの利用内容（F-4）－手帳等級別

短期入所（ショートステイ） 日中一時支援

総合支援学校放課後サポート事業 放課後等デイサービス

その他 在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし

 

 

義務教育修了未就学：「在宅福祉サービスを利用していない」は、100.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】義務教育修了未就学の手帳等級より割合が高かった回答をみる

と、「在宅福祉サービスを利用していない」は、療育手帳Ｂと精神障害者保健福祉手帳１～

３級が 100.0%である。 

100.0 

100.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学

(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学

(n=2)   

図表Ⅳ－Ｆ－１３ 在宅福祉サービスの利用内容（F-5）－手帳等級別

在宅福祉サービスを利用していない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※療育手帳Ａ

※障害者手帳はもっていない

以上は、該当なし
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（２）在宅福祉サービスの利用理由（問１４） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用している」と回答した人に、どのような理由で在

宅福祉サービスを利用しているか複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、58.3%

である。 

 

【教育段階・手帳等級別】就学前児童の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるた

め」は、療育手帳Ｂが 100.0%、次に療育手帳Ａが 75.0%である。 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
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0.0 

0.0 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=4) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－１４ 在宅福祉サービスの利用理由（F-1）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから
冠婚葬祭などで家族が不在になるから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため
その他

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳はもっていない

以上は、該当なし
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小学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、47.6%、

「親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、42.9%、

「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、26.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるた

め」は、療育手帳Ｂが 52.6%、次に療育手帳Ａが 40.9%である。「親が働いていて不在のた

め面倒を見てもらうことができないから」は、療育手帳Ｂが 47.4%、次に療育手帳Ａが 40.9%

である。「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 42.9%、次に療育手帳Ａが 27.3%である。 
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22.7 

28.6 
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26.3 

27.3 

42.9 

0.0 

47.4 

40.9 

28.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていな

い

小学校段階(n=3) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=19) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=22) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=7) 

図表Ⅳ－Ｆ－１５ 在宅福祉サービスの利用理由（F-2）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから
冠婚葬祭などで家族が不在になるから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、65.4%、

「親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、50.0%、

「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、30.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるた

め」は、療育手帳Ｂが 70.0%、次に療育手帳Ａが 57.1%である。「親が働いていて不在のた

め面倒を見てもらうことができないから」は、療育手帳Ｂが 60.0%、次に療育手帳Ａが 50.0%

である。「親以外に面倒を見てくれる家族がいないから」は、療育手帳Ｂが 40.0%、次に療

育手帳Ａが 28.6%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っ

ていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=10) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=14) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－１６ 在宅福祉サービスの利用理由（F-3）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
自分の障害が重くて介護してもらうのが大変だから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため」は、50.0%、

「親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから」は、

41.7%、「ときどき家族が休息をとってもらうため」は、37.5%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受ける

ため」は、療育手帳Ｂが 57.1%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。「親が働いていて不在の

ため面倒を見てもらうことができないから」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に療育手帳Ａが

22.2%である。「ときどき家族が休息をとってもらうため」は、身体障害者手帳総合等級１

～３級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 44.4%である。「冠婚葬祭などで家族が不在になるから」

は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 22.2%である。「親以外

に面倒を見てくれる家族がいないから」は、療育手帳Ａが 44.4%、次に身体障害者手帳総

合等級１～３級が 25.0%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていな

い

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=14)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=9)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

図表Ⅳ－Ｆ－１７ 在宅福祉サービスの利用理由（F-4）－手帳等級別

親が働いていて不在のため面倒を見てもらうことができないから
親以外に面倒を見てくれる家族がいないから
家族が体調不良または高齢のために面倒を見てもらうことができなから
ときどき家族が休息をとってもらうため（介護負担の軽減）
冠婚葬祭などで家族が不在になるから
集団生活への適応や生活能力の向上のための訓練を受けるため
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし

 

 

 

 

義務教育修了未就学：回答者は、いない。 
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（３）在宅福祉サービスの利用度（問１５） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用している」と回答した人に、在宅福祉サービスを

十分利用できているかたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「十分に利用できている」は、16.7%、「おおむね利用できている」は、41.7%

である。一方、「ほとんど利用できていない」は、16.7%である。 

小学校段階：「十分に利用できている」は、35.7%、「おおむね利用できている」は、38.1%

である。 

中学校段階：「十分に利用できている」は、42.3%、「おおむね利用できている」は、34.6%

である。一方、「利用できないことがよくある」は、11.5%である。 

高等学校段階：「十分に利用できている」は、50.0%、「おおむね利用できている」は、41.7%

である。 

義務教育修了未就学：回答者がいなかった。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「十分に利用できている」は、療育手帳Ａが 50.0%である。「おおむね利用で

きている」は、療育手帳Ｂが 100.0%、次に療育手帳Ａが 25.0%である。「ほと

んど利用できていない」は、療育手帳Ａが 25.0%である。 

小学校段階：｢十分に利用できている」は、療育手帳Ａが 40.9%、次に障害者手帳は持って

いないが 33.3%である。「おおむね利用できている」は、療育手帳Ｂが 57.9%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 28.6%である。「利用できないことが

よくある」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 28.6%である。 

中学校段階：｢十分に利用できている」は、療育手帳Ａが 42.9%、次に療育手帳Ｂが 40.0%

である。「おおむね利用できている」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に療育手帳

Ａが 28.6%である。「利用できてないことがよくある」は、療育手帳Ａが 14.3%、

次に療育手帳Ｂが 10.0%である。 

高等学校段階：｢十分に利用できている」は、療育手帳Ｂが 57.1%、次に身体障害者手帳総

合等級１～３級が 50.0%である。「おおむね利用できている」は、療育手帳Ａ

が 55.6%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%である。「利用でき

てないことがよくある」は、療育手帳Ａが 11.1%である。 

 



399 

 

100.0 

57.1 

33.3 

50.0 

0.0 

40.0 

42.9 

0.0 

33.3 

26.3 

40.9 

14.3 

0.0 

50.0 

100.0 

0.0 

0.0 

35.7 

55.6 

50.0 

0.0 

50.0 

28.6 

50.0 

0.0 

57.9 

22.7 

28.6 

100.0 

25.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

10.0 

14.3 

50.0 

0.0 

0.0 

9.1 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

0.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

50.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=14)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=9)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=10) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=14) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=3) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=19) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=22) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=7) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=4) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－１８ 在宅福祉サービスの利用度－手帳等級別

十分に利用できている おおむね利用できている

利用できないことがよくある ほとんど利用できていない

不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級１～３級

（義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（義務教育終了未就学）

以上は、該当なし
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（４）在宅福祉サービスを利用しない理由（問１６） 

問１３で「在宅福祉サービスを利用していない」と回答した人に、在宅福祉サービス

を利用しない理由をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、100.0%である。 

小学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、80.0%、「在宅福祉サー

ビスを利用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあ

ることを知らなかったから」は、ともに 10.0%である。 

中学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、77.8%、「在宅福祉サー

ビスを利用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービスをあ

ることを知らなかったから」は、ともに 5.6%である。 

高等学校段階：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、85.7%、「在宅福祉サ

ービスを利用したいが、十分に利用できないから」と「在宅福祉サービス

をあることを知らなかったから」は、ともに 4.8%である。 

義務教育修了未就学：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、66.7%、「在宅

福祉サービスをあることを知らなかったから」は、33.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ｂが 100.0%で

ある。 

小学校段階：｢在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ａが 150.0%、

療育手帳Ｂが 80.0%である。「在宅福祉サービスを利用したいが、十分に利用

できないから」は、療育手帳Ｂが 20.0%である。「在宅福祉サービスをあるこ

とを知らなかったから」は、療育手帳Ｂが 20.0%である。 

療育手帳Ａと療育手帳Ｂは、身体障害者手帳総合等級 1～3 級と重複して手帳

の交付を受けている。 

中学校段階：｢在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ｂが 84.6%、次

に療育手帳Ａが 60.0%である。「在宅福祉サービスをあることを知らなかった

から」は、療育手帳Ａが 20.0%である。 

高等学校段階：｢在宅福祉サービスを利用する必要がないから」は、療育手帳Ｂが 85.0%で

ある。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=20)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=13) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=5) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=5) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=4) 

図表Ⅳ－Ｆ－１９ 在宅福祉サービスの利用していない理由－手帳等級別

在宅福祉サービスを利用したいが、十分に利用できないから

在宅福祉サービスを利用する必要がないから（施設入所している方も含みま

す）
在宅福祉サービスがあることを知らなかったから

※身体障害者帳総合等級１～３級

（就学前児童・高等学校・義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（就学前児童・小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（就学前児童・義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（高等学校・義務教育終了未就学）

以上は、該当なし

障害重複のため、100％を超えている

障害重複のため、100％を超えている
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（５）在宅福祉サービスを利用できなくて困ったこと（問１７） 

問１５で「利用できないことがよくある」または「ほとんど利用できていない」、問

１６で「在宅福祉サービスを利用したいが十分に利用できないから」と回答した人に、

在宅福祉サービスを利用できなくて困っていることを複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「その他」は、100.0%である。 

小学校段階：「家族の用事をキャンセルした」は、40.0%である。 

中学校段階：「祖父母など親以外の家族の負担が増えた」と「家族の用事をキャンセルし

た」は、ともに 50.0%である。 

高等学校段階：「家族の用事をキャンセルした」は、50.0%である。 

義務教育修了未就学：対象はいなかった。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 1

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：該当数が少ない。 

小学校段階：｢家族の用事をキャンセルした」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育

手帳Ａが 50.0%、療育手帳Ｂが 33.3%である。「祖父母など親以外の家族の負

担が増えた」は、療育手帳Ｂが 33.3%である。「親戚や近隣の友人に負担をか

けた」は、療育手帳Ｂが 33.3%である。 

中学校段階：｢家族の用事をキャンセルした」は、療育手帳Ａが 100.0%である。「祖父母な

ど親以外の家族の負担が増えた」は、療育手帳Ａと療育手帳Ｂが 50.0%であ

る。「あなたが学校を休んだ」は、療育手帳Ｂが 50.0%である。「親が仕事を

辞めた、または転職した」は、療育手帳Ａが 50.0%である。 

高等学校段階：該当数が少ない。 
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療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=2) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級
中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=3) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級
小学校段階(n=2) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=1) 

図表Ⅳ－Ｆ－２０ 在宅福祉サービスを利用できなくて困ったこと－手帳等級別

祖父母など親以外の家族の負担が増えた

家族の用事をキャンセルした

あなたが学校を休んだ

親が仕事を辞めた、または転職した

親戚や近隣の友人に負担をかけた

あなた一人で留守番をしなければならず、不安だった

その他

※身体障害者帳総合等級１～３級

（高等学校・義務教育終了未就学）

※身体障害者手帳総合等級４～６級
（就学前児童・小学生・中学生・高等学校・義務教育終了未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育終了未就学）

※療育手帳Ｂ（就学前児童・義務教育終了未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

（就学前児童・小学生・中学生・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（就学前児童・小学校・中学校・高等学校・義務

教育終了未就学）
以上は、該当なし
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５ 障害のある人への差別について 

（１）障害を理由として差別されたと感じた場面（問１８） 

 過去３年の間に、障害を理由として差別されたと感じた場面について複数回答でたず

ねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「教育に関する場面」は、16.7%、「公共施設を利用する場面」と「買い物・外

食の場面」は、ともに 11.1%である。一方、「差別を感じたことはない」は、

61.1%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】就学前児童の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、療育手帳Ｂが 63.6%、次に療

育手帳Ａが 50.0%である。「教育に関する場面」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に療育手帳Ｂ

が 18.2%である。「公共施設を利用する場面」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に療育手帳Ｂが

9.1%である。「買い物・外食の場面」は、療育手帳Ａが 25.0%、次に療育手帳Ｂが 9.1%であ

る。 
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障害者手帳は持っていない

就学前児童(n=1) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=11) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=4) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－２１ 障がい差別と感じた場面（F-1）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面 買い物・外食の場面

医療に関する場面 教育に関する場面 その他

差別を感じたことはない

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

は、該当なし

 
 

 

 

 

 



405 

 

小学校段階：「買い物・外食の場面」は、17.3%、「教育に関する場面」は、15.4%、「公共施

設を利用する場面」は、13.5%である。一方、「差別を感じたことはない」は、

57.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、療育手帳Ｂが 79.2%、次に障

害者手帳は持っていないが 50.0%である。「公共施設を利用する場面」は、身体障害者手帳

総合等級１～３級が 33.3%、次に障害者手帳は持っていないが 25.0%である。「買い物・外

食の場面」は、療育手帳Ａが 29.2%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 22.2%である。

「教育に関する場面」は、障害者手帳は持っていないが 25.0%、次に療育手帳Ａが 20.8%

である。 
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障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－２２ 障がい差別と感じた場面（F-2）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面 医療に関する場面 教育に関する場面

文化活動に関する場面 その他 差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「教育に関する場面」は、29.5%、「公共施設を利用する場面」は、15.9%、「買

い物・外食の場面」と「文化活動に関する場面」は、ともに 13.6%である。

一方、「差別を感じたことはない」は、47.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、身体障害者手帳総合等級１～

３級が 66.7%、次に療育手帳Ｂが 52.2%である。「教育に関する場面」は、療育手帳Ａが 31.6%、

次に療育手帳Ｂが 30.4%である。「公共施設を利用する場面」は、療育手帳Ｂが 17.4%、次

に療育手帳Ａが 15.8%である。「買い物・外食の場面」は、療育手帳Ａが 21.1%、次に療育

手帳Ｂが 8.7%である。「文化活動に関する場面」は、療育手帳Ｂが 17.4%、次に療育手帳Ａ

が 10.5%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

図表Ⅳ－Ｆ－２３ 障がい差別と感じた場面（F-3）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面 医療に関する場面 教育に関する場面

文化活動に関する場面 その他 差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「教育に関する場面」は、20.0%、「買い物・外食の場面」は、11.1%である。

一方、「差別を感じたことはない」は、57.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」は、療育手帳Ｂが 64.7%、次に

身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%である。「教育に関する場面」は、療育手帳Ａが

30.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%である。「情報の取得や利用・意思

疎通の場面」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%、次に療育手帳Ａが 20.0%であ

る。「買い物・外食の場面」は、療育手帳Ｂが 11.8%、次に療育手帳Ａが 10.0%である。 

 

0.0 

64.7 

40.0 

50.0 

100.0 

14.7 

30.0 

25.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

11.8 

10.0 

0.0 

0.0 

5.9 

20.0 

25.0 

0.0 

2.9 

10.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

図表Ⅳ－Ｆ－２４ 障がい差別と感じた場面（F-4）－手帳等級別

公共施設を利用する場面 交通機関を利用する場面 情報の取得や利用・意思疎通の場面

買い物・外食の場面 医療に関する場面 教育に関する場面

差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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義務教育修了未就学：「教育に関する場面」は、66.7%、「情報の取得や利用・意思疎通の場

面」は、33.3%である。一方、「差別を感じたことはない」は、33.3%

である。 

 

【教育段階・手帳等級別】義務教育終了未就学の手帳等級より割合が高かった回答（該当

数 1 名以下の場合を除く）をみると、「差別を感じたことはない」とは、療育手帳Ｂが 50.0%

である。「情報の取得や利用・意思疎通の場面」は、療育手帳Ｂが 50.0%である。「教育に

関する場面」は、療育手帳Ｂが 50.0%である。 
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50.0 

100.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=2)   

図表Ⅳ－Ｆ－２５ 障がい差別と感じた場面（F-5）－手帳等級別

情報の取得や利用・意思疎通の場面 教育に関する場面 差別を感じたことはない

※身体障害者手帳総合等級１～３級

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※療育手帳Ａ

※障害者手帳はもっていない

以上は、該当なし ※回答があった質問項目のみ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



409 

 

（２）障害のある人への差別を解消するために必要と考えること（問１９） 

問１８で「差別を感じた場面がある」と回答した人に、障害のある人への差別を解

消するために必要と考えることについてたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

就学前児童：「福祉教育を充実させる」と「施設や設備のバリアフリー化をさらに進める」

と「行政機関における配慮をさらに進める」は、ともに 33.3%である。 

小学校段階：「福祉教育を充実させる」は、27.3%である。 

中学校段階：「教育における配慮をさらに進める」は、28.6%、「障害者雇用をさらに進め

る」は、14.3%である。 

高等学校段階：「福祉教育を充実させる」と「教育における配慮をさらに進める」は、と

もに 22.2%、「行政機関における配慮をさらに進める」は、11.1%である。 

義務教育修了未就学：「教育における配慮をさらに進める」は、50.0%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 1

名以下の場合を除く）をみると、 

就学前児童：「福祉教育を充実させる」は、療育手帳Ｂが 66.7%である。「施設や設備のバ

リアフリー化をさらに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育

手帳Ａがともに 50.0%である。「行政機関における配慮をさらに進める」は、

身体障害者手帳総合等級４～６級が 100.0%、次に療育手帳Ａが 50.0%である。 

小学校段階：｢福祉教育を充実させる」は、療育手帳Ｂが 80.0%、次に療育手帳Ａが 18.8%

である。「講習会や学習会などを開催する」は、療育手帳Ｂが 20.0%、次に身

体障害者手帳総合等級１～３級が 16.7%である。「施設や設備のバリアフリー

化をさらに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 16.7%、次に療

育手帳Ａが 6.3%である。「行政機関における配慮をさらに進める」は、身体

障害者手帳総合等級１～３級が 16.7%、次に療育手帳Ａが 6.3%である。「障害

者雇用をさらに進める」は、障害者手帳を持っていないが 50.0%である。 

中学校段階：｢教育における配慮をさらに進める」は、療育手帳Ｂが 44.4%、次に療育手帳

Ａが 16.7%である。「障害者雇用をさらに進める」は、療育手帳Ｂが 22.2%で

ある。「イベントなどへ参加しやすいよう配慮する」は、療育手帳Ａが 16.7%

である。 

高等学校段階： 「教育における配慮をさらに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３

級が 50.0%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。「行政機関における配慮をさ

らに進める」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、次に療育手

帳Ａが 16.7%である。｢福祉教育を充実させる」は、障害者手帳を持ってい

ないが 100.0%、次に療育手帳Ｂが 18.2%である。「福祉サービスをさらに充

実させる」は、療育手帳Ａが 16.7%である。 
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精神障害者

保健福祉手帳１～３級

義務教育終了後未就学(n=1)   

療育手帳Ｂ

義務教育終了後未就学(n=1)   

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=11)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=6)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=2)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=9) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=12) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=5) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=16) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=6) 

療育手帳Ｂ

就学前児童(n=3) 

療育手帳Ａ

就学前児童(n=2) 

身体障害者手帳

総合等級４～６級

就学前児童(n=1) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

就学前児童(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－２６ 障害のある人への差別を解消するために必要と考えること－手帳等級別
福祉教育を充実させる 講習会や学習会などを開催する
施設や設備のバリアフリー化をさらに進める 福祉サービスをさらに充実させる
行政機関における配慮をさらに進める 民間事業所における配慮をさらに進める
教育における配慮をさらに進める イベントなどへ参加しやすいよう配慮する
障害者雇用をさらに進める その他
不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

（小学校・中学校・高等学校・義務教育修了後未就学）

※療育手帳Ａ（義務教育修了後未就学）

※精神障害者保健福祉手帳１～３級（就学前児童・小学校・

中学校・高等学校）

※障害者手帳はもっていない（就学前児童・中学校・義務教

育修了後未就学）

以上は、該当なし
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個別回答項目（Ⅱ） 

 小学校段階（Ｆ－２）は該当数 52、中学校段階（Ｆ－３）は該当数 44、高等学校段階（Ｆ

－４）は該当数 45 の３段階（就学者）を対象として、手帳別にクロス集計を行った。 

 なお、就学前児童（Ｆ－１）は該当数 18、義務教育修了未就学（Ｆ－５）は該当数 3 で

あった。 

 

１ 個別の教育支援計画及び指導計画について 

（１）個別の教育支援計画及び指導計画作成状況 

（Ｆ-２問９・Ｆ-３問１０・Ｆ-４問１０） 

個別の教育支援計画及び指導計画の作成状況をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.1%、「指導計画のみ作成」は、21.2%

で、中学校段階・高等学校段階に比べて割合が高い。 

中学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、75.0%で、小学校段階・高等学校段階

に比べて割合が高い。「指導計画のみ作成」は、11.4%、「作成されていない」

は、4.5%である。 

高等学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、73.3%、「作成されていない」は、

13.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢教育支援計画と指導計画を作成」は、療育手帳Ａが 83.3%、次に身体障害者

手帳総合等級１～３級が 77.8%である。「指導計画のみ作成」は、療育手帳Ｂ

が 33.3%、次に障害者手帳は持っていないが 25.0%である。 

中学校段階：｢教育支援計画と指導計画を作成」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が

100.0%、次に療育手帳Ａが 89.5%である。「指導計画のみ作成」は、療育手帳

Ｂが 13.0%、次に療育手帳Ａが 10.5%である。 

高等学校段階：「教育支援計画と指導計画を作成」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が

100.0%、次に療育手帳Ａが 90.0%である。「個別の教育支援計画のみが作成さ

れている」は、療育手帳Ａが 10.0%、次に療育手帳Ｂが 5.9%である。 
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高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持っていな

い

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持っていな

い

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－２７ 個別の教育計画等の作成状況－手帳等級別

「個別の教育支援計画」のみが作成されている
「個別の指導計画」のみが作成されている
「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」が作成されている
作成されていない
不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（２）計画作成における学校との話し合い状況（Ｆ-２問１０・Ｆ-３問１１・Ｆ-４問１１） 

問９または問１０で「個別の教育支援計画のみが作成されている」または「個別の指 

導計画のみ作成されている」、「個別の教育支援計画と個別の指導計画が作成されてい

る」と回答した人に、個別の教育支援計画または個別の指導計画の作成にあたり、学校

とどのくらい話し合いをしたかたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：「年２回以上」は、82.0%、「年１回」は、14.0%である。 

中学校段階：「年２回以上」は、83.3%、「年１回」は、14.3%である。 

高等学校段階：「年２回以上」は、92.1%で、小学校段階・中学校段階に比べて割合が高い。

「年１回」は、7.9%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢年２回以上」は、療育手帳Ｂが 83.3%、次に療育手帳Ａが 82.6%である。「年

１回」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 25.0%、次に療育手帳Ｂが 16.7%

である。「話し合っていない」は、障害者手帳は持っていないが 25.0%である。 

中学校段階：｢年２回以上」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 100.0%、

次に療育手帳Ｂが 66.7%である。「年１回」は、療育手帳Ｂが 28.6%である。 

高等学校段階：「年２回以上」は、身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 100.0%、

次に療育手帳Ｂが 89.3%である。「年１回」は、療育手帳Ｂが 10.7%である。 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

4.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=28)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持ってい

ない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=21) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持ってい

ない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=23) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=8) 

図表Ⅳ－Ｆ－２８ 個別支援計画の話し合い状況－手帳等級別

年に２回以上話し合った 年に１回話し合った 話し合っていない 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない（高等学校）

以上は、該当なし
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２ 進学・進路先について 

（１）進学・進路先を選択するときの悩みの有無 

（Ｆ-２問１３・Ｆ-３問１４・Ｆ-４問１４） 

進学・進路先を選択するときに悩んでいることの有無をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

小学校段階：「ある」は、42.3%、「ない」は、57.7%である。 

中学校段階：「ある」は、47.7%、「ない」は、52.3%である。 

高等学校段階：「ある」は、60.0%、「ない」は、37.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢ある」は、療育手帳Ｂが 62.5%、次に障害者手帳は持っていないと療育手帳

Ａが 25.0%である。「ない」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 77.8%、

次に療育手帳Ａと障害者手帳は持っていないが 75.0%である。 

中学校段階：｢ある」は、療育手帳Ｂが 52.2%、次に療育手帳Ａが 36.8%である。「ない」は、

身体障害者手帳総合等級１～３級が 66.7%、次に療育手帳Ａが 63.2%である。 

高等学校段階：「ある」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 75.0%、次に療育手帳Ａが

60.0%である。「ない」は、療育手帳Ａが 40.0%、次に療育手帳Ｂが 38.2%であ

る。 
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0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=34)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=10)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=4)   

障害者手帳は持ってい

ない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=23) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=19) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=3) 

障害者手帳は持ってい

ない

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=24) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=24) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=9) 

図表Ⅳ－Ｆ－２９ 進路先選択での悩みの有無－手帳等級別

ある ない 不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（２）進学・進路先を選択するときの悩みの理由 

（Ｆ-２問１４・Ｆ-３問１５・Ｆ-４問１５） 

問１３または問１４で「ある」と回答した人に、進学・進路先を選択するときに悩ん

でいる理由を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「勉強についていけるか心配だから」は、59.1%、「自分の適性がわからないか

ら」は、50.0%、「進路が決まっていないから」は、40.9%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「勉強についていけるか心配だから」は、療育手帳Ａが 66.7%、

次に療育手帳Ｂが 53.3%である。「自分の適性がわからないから」は、療育手帳Ｂが 60.0%、

次に療育手帳Ａが 33.3%である。「進路が決まっていないから」は、療育手帳Ｂが 46.7%、

次に療育手帳Ａが 33.3%である。「希望する進路先についての情報がないから」は、療育手

帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 20.0%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=15) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=6) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３０ 進路先について悩んでいる理由（F-2）－手帳等級別

進路が決まっていないから 自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから 相談にのってくれる人がいないから

勉強についていけるかどうか心配だから 進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから 進路先に通う手段がないから

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「進路が決まっていないから」は、42.9%、「自分の適性がわからないから」と

「希望する進路先についての情報がないから」と「勉強についていけるか心

配だから」は、ともに 33.3%、「進路先へ通う手段がないから」は、28.6%で

ある。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「進路が決まっていないから」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に

療育手帳Ａが 14.3%である。「希望する進路先についての情報がないから」は、療育手帳Ａ

が 42.9%、次に療育手帳Ｂが 33.3%である。「進路先へ通う手段がないから」は、療育手帳

Ａが 42.9%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。「勉強についていけるか心配だから」は、療

育手帳Ｂが 33.3%、次に療育手帳Ａが 28.6%である。 
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障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=12) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=7) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

図表Ⅳ－Ｆ－３１ 進路先について悩んでいる理由（F-3）－手帳等級別

進路が決まっていないから 自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから 相談にのってくれる人がいないから

勉強についていけるかどうか心配だから 進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから 進路先に通う手段がないから

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「自分の適性がわからないから」は、63.0%、「進路が決まっていないから」

は、51.9%、「希望する進路先についての情報がないから」は、29.6%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「自分の適性がわからないから」は、療育手帳Ｂが 70.0%、

次に身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 33.3%である。「進路が決まっていな

いから」は、療育手帳Ａが 66.7%、次に療育手帳Ｂが 45.0%である。「希望する進路先につ

いての情報がないから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 66.7%、次に療育手帳Ａ

が 50.0%である。 
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障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=20)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=6)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=3)   

図表Ⅳ－Ｆ－３２ 進路先について悩んでいる理由（F-4）－手帳等級別

進路が決まっていないから 自分の適性がわからないから

希望する進路先についての情報がないから 相談にのってくれる人がいないから

勉強についていけるかどうか心配だから 進路について家族と意見が合わないから

進路について先生と意見が合わないから 進路先に通う手段がないから

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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（３）学校の指導に対する要望（Ｆ-２問１５・Ｆ-３問１６・Ｆ-４問１６） 

 問１３または問１４で「ある」と回答した人に、学校で指導してほしかったこと、学

校に対する要望を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「希望している進路先に関する情報の収集」は、59.1%、「進路指導に詳しい

外部専門家の巡回相談」は、40.9%、「学校の先生の助言」は、31.8%、「上級

学校訪問や就業体験などの体験学習」は、22.7%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「希望している進路先に関する情報の収集」は、療育手帳Ａが

66.7%、次に療育手帳Ｂが 60.0%である。「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談」は、

療育手帳Ｂが 53.3%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「学校の先生の助言」は、療育手帳

Ｂが 33.3%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」

は、療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 20.0%である。 
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療育手帳Ｂ

小学校段階(n=15) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=6) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３３ 学校の指導に対する要望（F-2）－手帳等級別
上級学校訪問や就業体験などの体験学習

ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習

学校の先生の助言

進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談

希望している進路先に関する情報の収集

学校の先生の進路指導についての理解

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」は、52.4%、「進路指導に詳しい

外部専門家の巡回相談」は、47.6%、「希望している進路先に関する情報の収

集」は、42.9%、「ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習」

と「学校の先生の進路指導についての理解」は、ともに 28.6%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「上級学校訪問や就業体験などの体験学習」は、療育手帳Ａが

71.4%、次に療育手帳Ｂが 33.3%である。「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談」は、

療育手帳Ｂが 58.3%、次に療育手帳Ａが 42.9%である。「希望している進路先に関する情報

の収集」は、療育手帳Ａが 85.7%、次に療育手帳Ｂが 25.0%である。「ホームルーム活動な

どでの自らの生き方に関する進路学習」は、療育手帳Ａが 28.6%、次に療育手帳Ｂが 25.0%

である。「学校の先生の進路指導についての理解」は、療育手帳Ｂが 33.3%、次に療育手帳

Ａが 28.6%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

中学校段階(n=1) 

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=12) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=7) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=1) 

図表Ⅳ－Ｆ－３４ 学校の指導に対する要望（F-3）－手帳等級別
上級学校訪問や就業体験などの体験学習
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
学校の先生の助言
進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談
希望している進路先に関する情報の収集
学校の先生の進路指導についての理解
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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高等学校段階：「希望している進路先に関する情報の収集」は、70.4%、「進路指導に詳し

い外部専門家の巡回相談」は、37.0%、「学校の先生の助言」は、33.3%、「学

校の先生の進路指導についての理解」は、22.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「希望している進路先に関する情報の収集」は、療育手帳Ｂ

が 75.0%、次に身体障害者手帳総合等級１～３級と療育手帳Ａが 66.7%である。「上級学校

訪問や就業体験などの体験学習」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に身体障害者手帳総合等級

１～３級が 33.3%である。「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談」は、療育手帳Ｂが

40.0%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。「学校の先生の助言」は、身体障害者手帳総合等

級１～３級と療育手帳Ａが 33.3%、次に療育手帳Ｂが 30.0%である。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

障害者手帳は持っていない

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=20)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=6)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=3)   

図表Ⅳ－Ｆ－３５ 学校の指導に対する要望（F-4）－手帳等級別

上級学校訪問や就業体験などの体験学習

ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習

学校の先生の助言

進路指導に詳しい外部専門家の巡回相談

希望している進路先に関する情報の収集

学校の先生の進路指導についての理解

その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 



423 

 

（４）進学・進路先を選択するときに悩んでいない理由 

（Ｆ-２問１６・Ｆ-３問１７・Ｆ-４問１７） 

 問１３または問１４で「ない」と回答した人に、進学・進路先を選択するときに悩ん

でいない理由をたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「進路が決まっているから」は、26.7%、「自分の適性がわかっているから」

は、20.0%、「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、16.7%である。 

中学校段階：「進路が決まっているから」は、34.8%、「家族が進路先を決めてくれると思

うから」は、26.1%、「自分の適性がわかっているから」と「進路を決めるま

でにまだ時間があるから」は、ともに 13.0%である。 

高等学校段階：「進路が決まっているから」は、29.4%、「自分の適性がわかっているから」

と「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、ともに 17.6%、「家族

が進路先を決めてくれると思うから」が 11.8%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】教育段階別に他の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2

名以下の場合を除く）をみると、 

小学校段階：｢進路が決まっているから」は、身体障害者手帳総合等級１～３級が 50.0%、

次に療育手帳Ａが 35.7%である。「自分の適性がわかっているから」は、療育

手帳Ｂが 25.0%、次に療育手帳Ａが 21.4%である。「進路を決めるまでにまだ

時間があるから」は、療育手帳Ａが 28.6%、次に身体障害者手帳総合等級１

～３級が 25.0%である。 

中学校段階：｢進路が決まっているから」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 30.0%

である。「家族が進路先を決めてくれると思うから」は、療育手帳Ａと療育手

帳Ｂが 30.0%である。「自分の適性がわかっているから」は、療育手帳Ｂが

20.0%、次に療育手帳Ａが 10.0%である。「進路を決めるまでにまだ時間があ

るから」は、療育手帳Ｂが 20.0%、次に療育手帳Ａが 10.0%である。 

高等学校段階：「進路が決まっているから」は、療育手帳Ｂが 38.5%である。「自分の適性

がわかっているから」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 7.7%であ

る。「進路を決めるまでにまだ時間があるから」は、療育手帳Ｂが 23.1%であ

る。「家族が進路先を決めてくれると思うから」は、療育手帳Ａが 25.0%、次

に療育手帳Ｂが 7.7%である。 
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療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=13)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=4)   

身体障害者手帳

総合等級１～３級

高等学校段階(n=1)   

療育手帳Ｂ

中学校段階(n=10) 

療育手帳Ａ

中学校段階(n=10) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

中学校段階(n=2) 

障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=8) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=14) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=4) 

図表Ⅳ－Ｆ－３６ 進路選択で悩んでいない理由－手帳等級別

進路が決まっているから 自分の適性がわかっているから 学校が進路先を決めてくれると思うから

家族が進路先を決めてくれると思うから 進路を決めるまでにまだ時間があるから その他

不明・無回答

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない（高等学校）

以上は、該当なし
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（５）自分の適性がわかったきっかけ（Ｆ-２問１７・Ｆ-３問１８・Ｆ-４問１８） 

 問１６または問１７で「進路が決まっているから」または「自分の適性がわかってい

るから」と回答した人に、自分の適性がわかった理由を複数回答でたずねた。 

（Ⅲ 調査結果の要約 の再記述） 

 

小学校段階：「家族の助言」は、71.4%、「学校の先生の助言」は、42.9%、「上級学校訪問

などの体験学習」は、14.3%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】小学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「家族の助言」は、療育手帳Ｂが 75.0%、次に療育手帳Ａが 62.5%

である。「学校の先生の助言」は、療育手帳Ｂが 50.0%、次に療育手帳Ａが 37.5%である。

「上級学校訪問などの体験学習」は、療育手帳Ａが 25.0%である。 
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障害者手帳は持っていない

小学校段階(n=2) 

療育手帳Ｂ

小学校段階(n=4) 

療育手帳Ａ

小学校段階(n=8) 

身体障害者手帳

総合等級１～３級

小学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３７ 自分の適正がわかったきっかけ（F-2）－手帳等級別

上級学校訪問などの体験学習
学校の先生の助言
家族の助言
卒業生の体験談と助言
進路相談に詳しい外部専門家の巡回相談
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

以上は、該当なし
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中学校段階：「家族の助言」は、45.5%、「学校の先生の助言」は、36.4%、「上級学校訪問

などの体験学習」は、18.2%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】中学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名以

下の場合を除く）をみると、「家族の助言」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂが 40.0%

である。「学校の先生の助言」は、療育手帳Ｂが 40.0%、次に療育手帳Ａが 33.3%である。

「上級学校訪問などの体験学習」は、療育手帳Ｂが 20.0%、次に療育手帳Ａが 16.7%である。

「卒業生の体験談と助言」は、療育手帳Ｂが 20.0%である。 
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中学校段階(n=2) 

図表Ⅳ－Ｆ－３８ 自分の適正がわかったきっかけ（F-3）－手帳等級別

上級学校訪問などの体験学習
学校の先生の助言
家族の助言
卒業生の体験談と助言
進路相談に詳しい外部専門家の巡回相談
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
その他

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない

以上は、該当なし
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高等学校段階：「上級学校訪問などの体験学習」は、75.0%、「家族の助言」は、25.0%、「学

校の先生の助言」は、12.5%である。 

 

【教育段階・手帳等級別】高等学校段階の手帳等級より割合が高かった回答（該当数 2 名

以下の場合を除く）をみると、「上級学校訪問などの体験学習」は、療育手帳Ｂが 83.3%、

次に療育手帳Ａが 50.0%である。「家族の助言」は、療育手帳Ａが 50.0%、次に療育手帳Ｂ

が 16.7%である。「学校の先生の助言」は、療育手帳Ａが 50.0%である。 

 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

50.0 

0.0 

50.0 

83.3 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

療育手帳Ｂ

高等学校段階(n=6)   

療育手帳Ａ

高等学校段階(n=2)   

図表Ⅳ－Ｆ－３９ 自分の適正がわかったきっかけ（F-4）－手帳等級別

上級学校訪問などの体験学習
学校の先生の助言
家族の助言
卒業生の体験談と助言
進路相談に詳しい外部専門家の巡回相談
ホームルーム活動などでの自らの生き方に関する進路学習
その他

※身体障害者手帳総合等級１～３級

※身体障害者手帳総合等級４～６級

※精神障害者保健福祉手帳１～３級

※障害者手帳を持っていない

以上は、該当なし

 

 

 

 



 


